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第１章．導入・試運転

1-1.本機の仕様・概要

　フォトカプラ絶縁型の２チャンネル高精度（１６／１４／１２ＢＩＴソフト切替え）ＤＡボード

です。　チャンネル別に絶縁しているので制御対象機器間のＤＣ結合が無く、高精度制御システム

に最適です。

 ＝ 主な仕様 ＝

 ■ 各チャンネルごとにフォトカプラ絶縁

 ■ 電圧出力機：ＴＤＡ－７５２ＡＴ（Ｖ）、または４～２０ｍＡ電流出力機：同（Ｉ）

 ■ 電圧セトリング：２０μｓ（０.０５％ＦＳ／負荷容量１００ｐＦで１０ｖスイングのとき）

 ■ 電流セトリング：３０μｓ（０.０５％ＦＳ／負荷抵抗５００Ωのとき）

 ■ 出力サイクル　：１０μｓ（本機内での両チャンネルＤＡデータ転送オーバーラップ可能）

 ■ 非直線性　　　：０.００２％ＦＳ（電圧出力）、０.０２５％ＦＳ（電流出力）

 ■ 正確度（１）  ：０.０３４％ＦＳ（常温で製造時１４ビット、０～＋１０ｖ範囲／Ａﾓｰﾄﾞ）

 ■ 正確度（２）　：０.０５４％ＦＳ（１４ビット、０～＋１０ｖ範囲／Ａﾓｰﾄﾞ 以外）

 ■ 温度ドリフト　：０.００１％ＦＳ／℃（電圧出力）、０.００５％ＦＳ／℃（電流出力）

 ■ 電圧出力時の負荷駆動能力：容量１０００ｐＦ以下、抵抗５ＫΩ以上（負荷電流２ｍＡ以下）

 ■ 出力電圧範囲（ソフト切替え）　　　　１６ＢＩＴ：±１０ｖのみ。

　　　　　　　　　　　　　  １２ＢＩＴ・１４ＢＩＴ：±１０／±５／０～＋１０／０～＋５ｖ

 ■ ＤＡデータコード　　：バイナリ、または２の補数（ソフト切り替え）

 ■ ＤＡ出力動作　　　　：２チャンネル同期（複数ボード同期も可）、または各チャンネル単独

 ■ グリッチ・インパルス：最大３０ｎｖｓ（±１０ｖ出力範囲のとき）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１－１．ＴＤＡ－７５２ＡＴ機能ブロック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 絶縁

　　　　　ＣＮ１　 （オプション）　　　　　　　　　　電源

　　　　　

 チャンネル０        電圧／電流　　　１６ＢＩＴ 　　　絶　　　　　　　　　　　　　　　　対

　　　　 出力        変換回路　　　　  高速ＤＡ       縁　　　　　　　　 　　　　　　　 Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 データ転送　　　　　　 Ｔ　　　 ＤＡデータ

　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 ＤＡモード　　　　　　 互

 チャンネル１　　　　電圧／電流　　　１６ＢＩＴ 　　  絶　　　　　　 　　　　　　　　　 換

　　　　 出力　　　　変換回路　　　　　高速ＤＡ 　　　縁　　　　　　 　　　　　　　　　 機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　       　　    ・　     ステータス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 絶縁　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ

　　　　            　　　　　　　　　　　　　　　　 電源　　　　更新制御　　　　　     Ｓ

　　　　　　　　　ＣＮ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 割り込み　　　　　　   Ａ

 同期更新出力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   バ　　　　条件設定

 同期更新入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ス

　　　　　　　　　　　（ソフト指定で割り込みにも使用可能）　　　　　　　　　　　　　　　入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  出　　　　割り込み

 ４ビット入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 力

　 （現在値）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 制

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  御　　　　５ｖ電源

 ４ビット出力      

　 （ラッチ）      
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　　■ その他 ■

　　◇強制０ｖ出力機能：電源ＯＮ時、リセット時、およびデジタル入力（ソフトで事前指定）。

　　◇複数ボードの同期：マスタ機側の同期出力をスレーブ機側の同期入力に接続して可能。

　　◇デジタル入出力　：ＴＴＬ４ビット（現在値）入力、および４ビット（ラッチ）出力。

　　◇汎用割り込み機能：同期更新入力端子を割り込み入力としても使用可能。

　　◇Ｉ／Ｏアドレス　：上位１２ビットをディップスイッチ設定（８ポート占有）

　　◇動作温度範囲　　：　　０～＋４５℃（結露しないこと）

　　◇保存温度範囲　　：－１０～＋８０℃（　〃　〃　〃　）

　　◇基板寸法　　　　：（２０５.１Ｌ）×（９９.１Ｈ）／突出部、カードエッジを含まず。

　　◇電源・消費電流　：＋５ｖ／１.１Ａ（ｍａｘ １.３Ａ）

　　◇ＤＡ出力コネクタ　　　　　基板側：17LE-13090-27(D4AB)／ＤＤＫ製

　　（９ピンＤ－ＳＵＢ）　　適合プラグ：17JE-23090-02(D8A) ／ＤＤＫ製（１個添付）

　　◇デジタル入出力

　　　　　　　コネクタ　　　　　基板側：DX10A-36S／ヒロセ製

　　　　　　　　　　　　　　適合プラグ：DX40-36P(03)、DX36-CVI／ヒロセ製（１組添付）

　　◇オプション　　　：　デジタル入出力・端子台接続ボックス【１－５項．参照】

　 添付ソフトウエア

　　◇ＭＳ－ＤＯＳ　：　ＣおよびＱｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃでの学習用サンプルソース。

　　◇ＷＩＮＤＯＷＳ：　ＷＩＮＤＯＷＳ－９５、ＮＴ、およびＷＩＮＤＯＷＳ（3.1）用の

　　　　　　　　　　　　単純Ｉ／Ｏ命令実行ＤＬＬ。
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1-2. ボード上の設定

　　本ボード上の設定はＩ／Ｏベースアドレス値（スイッチＳＷ１／ＳＷ２／ＳＷ３）だけです。

　  アナログ出力範囲やビット長、割り込み（使用は任意）の設定はソフトウエア上で行います。

　　　　　　　　　　　　図１－２Ａ．ボード上の設定対象位置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

    ＩＳＰ－ＰＲＧ１                         ＴＭ００ ＴＭ０１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                         ＣＮ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　              ＴＭ１０ ＴＭ１１           ＴＭ０２ ＴＭ０３

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                                                               ＣＮ２

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          ＴＭ１２ ＴＭ１３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                                                               

                                ＳＷ１ ＳＷ２ ＳＷ３                             ＲＡ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  Ｕ１　　　　　     ＦＳ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（この間は縮小表示）

　◇ＣＮ１：アナログ出力《９ピンＤ－ＳＵＢ》　   　　　　　  １－４項

　◇ＣＮ２：デジタル入出力《３６ピン・ハーフピッチ》

　◆ＳＷ１，２，３：Ｉ／Ｏベースアドレス設定【出荷時：０，１，Ｅ】／１－３項

　◇ＴＭ００：電圧出力オフセット調整トリマ

　  ＴＭ０１：電圧出力スパン調整トリマ                 ＤＡチャンネル０用

    ＴＭ０２：電流出力オフセット調整トリマ            （再調整：５－２項）

    ＴＭ０３：電流出力スパン調整トリマ

　◇ＴＭ１０：電圧出力オフセット調整トリマ

　  ＴＭ１１：電圧出力スパン調整トリマ                 ＤＡチャンネル１用

    ＴＭ１２：電流出力オフセット調整トリマ            （再調整：５－２項）

    ＴＭ１３：電流出力スパン調整トリマ

  ◇  Ｕ１：デジタル出力素子（出荷時：７４ＬＳ０４）／３－８項

  ◇ＲＡ１：デジタル出力プルアップ抵抗モジュール実装可能エリア（出荷時：未実装）／回路図

  ◇ＦＳ１：＋５ｖ電源出力保護ヒューズ（ＦＲＰＵ－０.５Ａ：浜井電球製）／回路図

  ◇ＩＳＰ－ＰＲＧ１：未実装（製造・保守用）
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1-3. Ｉ／Ｏベースアドレスの設定

　本機の制御・操作は全て（ＩＳＡバス上の）ハードウエアＩ／Ｏ空間に割り付けられます。

　ＩＢＭ ＰＣ/ＡＴ互換機ではパソコン本体内デバイスおよび重要な周辺機器・拡張ボードの使用

するＩ／Ｏアドレスが０００ｈ～３ＦＦｈにマッピングされています。　このＩ／Ｏアドレス線は

１６ビット（ＡＢ 15～ＡＢ 0）ですが､全んどのＩＢＭ ＰＣ/ＡＴ互換機ではＡＢ 9～ＡＢ 0のみを

デコード（ＡＢ 15～ＡＢ 10を無視）しているため上位のアドレス空間（１ＫＢごとに）イメージ

が生じることに御留意ください。　本機の出荷時設定は０１Ｅ、したがって０１Ｅ０～０１ＥＦの

アドレスを占有します。　他のボードや周辺機器と重複しない値を御使用ください。

　　　　　　　　　　　　図１－３．Ｉ／Ｏベースアドレスの設定

   アドレス線 →   AB15 ～ AB12    AB11 ～ AB8     AB7 ～ AB4         AB3 ～ AB0

                       SW1            SW2             SW3

　　ディップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ボード内で

  　スイッチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  複数のアドレスを使用

  　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （３－４項．参照）

   出荷時設定 →        ０              １             Ｅ           　固定デコード

　

　　　　　　　　　表１－３．ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機システムの（代表的な）Ｉ／Ｏアドレスマップ

Ｉ／Ｏｱﾄﾞﾚｽ（hex） 　　本体内デバイス、主要周辺機器 　本機で運用の可否 　　　他社の使用例、等

　０００～０１Ｆ 　ＤＭＡコントローラ１ 　　  ×　不可

　０２０～０３Ｆ 　割り込みコントローラ１ 　　　×　不可

　０４０～０５Ｆ 　タイマ 　　　×　不可

　０６０～０６Ｆ 　キーボード・コントローラ 　　　×　不可

　０７０～０７Ｆ 　リアルタイム・クロック、ＮＭＩ 　　　×　不可 　某社の本体システムで使用

　０８０～０９Ｆ 　ＤＭＡページレジスタ 　　　×　不可

　０Ａ０～０ＢＦ 　ＮＭＩマスクレジスタ 　　　×　不可

　０Ｃ０～０ＤＦ 　　　×　不可 　ＤＭＡコントローラ２

　０Ｅ０～０ＦＦ 　　　×　不可 　ＮＤＰ

　１００～１６Ｆ 　　　◎【推奨】 　ＨＤＤコントローラ

  １７０～１７７   ＩＤＥコントローラ２       ×　不可

　１８０～１ＥＦ       ◎【推奨】

  １Ｆ０～１Ｆ７   ＩＤＥコントローラ１       ×　不可

　２００～２０Ｆ 　ゲームＩ／Ｏ 　　　×　不可

　２１０～２１７ 　拡張ユニット 　　　×　不可

　２２０～２６Ｆ 　　　○【可能】

　２７８～２７Ｆ 　プリンタ２ 　　　×　不可

　２８０～２ＡＦ 　　　○【可能】

　２Ｂ０～２ＤＦ 　ＥＧＡ 　　　×　不可

　　　　　２Ｅ１ 　ＧＰＩＢ 　　　×　不可

　２Ｅ２～２Ｅ３ 　データアクイジョン 　　　×　不可

　２Ｆ８～２ＦＦ 　シリアルポート２ 　　　×　不可

　３００～３１Ｆ 　プロトタイプ・ボード 　　　○【可能】 　他社の標準設定と競合し易い

　３２０～３２Ｆ 　ＨＤＤコントローラ 　　　×　不可

　３６０～３６Ｆ 　ＰＣネットワーク 　　　×　不可

　３７８～３７Ｆ 　プリンタ１ 　　　×　不可

　３８０～３８Ｆ 　ＳＤＬＣ，バイシンク２ 　　　×　不可

　３９０～３９３ 　クラスタ 　　　×　不可

　３Ａ０～３ＡＦ 　バイシンク１ 　　　×　不可

　３Ｂ０～３ＢＦ 　モノクロディスプレイ、プリンタ 　　　×　不可

　３Ｃ０～３ＣＦ 　ＥＧＡディスプレイ・コントローラ 　　　×　不可

　３Ｄ０～３ＤＦ 　ＣＧＡディスプレイ・コントローラ 　　　×　不可

　３Ｆ０～３Ｆ７ 　ＦＤＤコントローラ 　　　×　不可

　３Ｆ８～３ＦＦ 　シリアルポート１ 　　　×　不可
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1-4. 入出力コネクタ・ピン接続

　　本機のアナログ出力には９ピンのＤ－ＳＵＢコネクタ、またデジタル入出力用には３７ピンの

　ハーフピッチ・コネクタが使用されています。

　　表１－４．入出力コネクタ

　　適　用 　  　本ボード上のコネクタ        【製造社名】　　　　　対外部接続プラグ《標準添付》

 アナログ出力  １７ＬＥ-１３０９０-２７（Ｄ４ＡＢ）【ＤＤＫ】　１７ＪＥ-２３０９０-０２（Ｄ８Ａ）

 デジタル入出力  ＤＸ１０Ａ－３６Ｓ　　　　　　　　【ヒロセ】 　ＤＸ４０－３６Ｐ（０３）、ＤＸ３６－ＣＶＩ

　　　　　　　　　　　　　　図１－３Ａ．アナログ出力コネクタ（ＣＮ１）ピン接続

　　　　　　　　　信号名　　　　　　　　　ピン番号　　　　　ピン番号　　　　　　　　信号名

　　ＣＨ０－Ｖｏ（チャンネル０電圧出力）　　１ 　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　○ 　６　　　 ＣＨ０－ＣＯＭ（チャンネル０コモン）

　　ＣＨ０－Ｉｏ（チャンネル０電流出力）　  ２ 　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　○ 　７　　　 ＣＨ０－ＣＯＭ（　  〃 　　 〃　  ）

　　ＣＨ１－Ｖｏ（チャンネル１電圧出力）　　３ 　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　○ 　８　　　 ＣＨ１－ＣＯＭ（チャンネル１コモン）

    ＣＨ１－Ｉｏ（チャンネル１電流出力）  　４　 　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　○ 　９　　　 ＣＨ１－ＣＯＭ（　  〃 　　 〃　  ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５ 　　○

　　　　　　【注】アナログ出力回路はフォトカプラによりＩＳＡバス側と絶縁されています。

　　　　　　　　（ＣＨ０－ＣＯＭ／ＣＨ１－ＣＯＭ／ＤＧ各間は絶縁されている。）

　　　　　　　　　　　　　　　図１－３Ｂ．デジタル入出力コネクタ（ＣＮ２）ピン接続

　　　　　　　　信号名　　　　　　　　　　ピン番号　　　　　ピン番号　　　　　　　　　信号名

　　（デジタル入力ビット０）　　　Ｉ０　　　１　　□　　□　　１９　　　ＤＧ　（デジタル・グランド）

　　（　　〃　　〃　〃　１）　　　Ｉ１　　　２　　□　　□　　２０　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）

　　（　　〃　　〃　〃　２）　　　Ｉ２　　　３　　□　　□　　２１　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）

　　（　　〃　　〃　〃　３）　　　Ｉ３　　　４　　□　　□　　２２　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）

　　（デジタル出力ビット０）　　　Ｑ０　　　５　　□　　□　　２３　　　ＤＧ　（デジタル・グランド）

　　（　　〃　　〃　〃　１）　　　Ｑ１　　　６　　□　　□　　２４　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）

　　（　　〃　　〃　〃　２）　　　Ｑ２　　　７　　□　　□　　２５　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）

　　（　　〃　　〃　〃　３）　　　Ｑ３　　　８　　□　　□　　２６　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）

　　　　　　　　    （空き）              　９　　□　　□　　２７　　　      （空き）

　　　　　　　　　　（空き    　　　　　　１０　　□　　□　　２８　　　　　　（空き）

　　　　　　（同期更新入力）ＵＰＤ－ＩＮ　１１　　□　　□　　２９　　　ＤＧ　（デジタル・グランド）

　　　　　　　　　　（空き）　　　　　　　１２　　□　　□　　３０　　　　　　（空き）

　　　　　　　　　　（空き）　　　　　　　１３　　□　　□　　３１　　　　　　（空き）

　　　　　　　　　　（空き）　　　　　　　１４　　□　　□　　３２　　　　　　（空き）

　　　　　　　　　　（空き）　　　　　　　１５　　□　　□　　３３　　　　　　（空き）

　　　　　　　　　　（空き）　　　　　　　１６　　□　　□　　３４　　　　　　（空き）

　　　　　（同期更新出力）ＵＰＤ－ＯＵＴ  １７　　□　　□　　３５　　　ＤＧ　（デジタル・グランド）

　　（ＩＳＡバス＋５ｖ出力）    ＋５ｖ　　１８　　□　　□　　３６　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）
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1-5. 入出力接続オプション

　　アナログ出力コネクタ（９ピンＤ－ＳＵＢ）は作業性の良いフルピッチ寸法・ハンダ付け用で

　すから、お手元で簡単に接続できます。　一方、デジタル入出力コネクタはハーフピッチでピン

　数も多いので汎用ケーブル等のオプションも用意しました。（ハンダ付け用プラグは標準添付）

　　　　　　　　　　　　　　図１－１１Ａ．デジタル入出力シールドケーブル：ＤＸ３６Ｓ－１５０  ￥６,５００

  

　　　　　　　　　　　　　　図１－１１Ｂ．端子台接続ボックス（デジタル入出力用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＢＯＸ－０１０ＤＩＯ

　　ＴＤＡ－７５２ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥３５,０００

　　　　　　　　　　ＣＮ１

                                      

                                      

                                     

　　　　　　　　　　ＣＮ２

                            　　　 １ｍ長シールドケーブル　　　　　　　　　　　　　　　◆ 割り込み入力のみは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （ＢＯＸに付属）　　　　　　　　　　　　　　　　　ＢＮＣ接続も可能。

　　　図１－１１Ｃ．端子台接続ボックス本体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＢＯＸ－０１０ＤＩＯ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＩＣＲＯ　ＳＣＩＥＮＣＥ

　　　　　　　　　　　　　  ＢＮＣ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＩＮＴ－Ｉ　 ＴＲＧ－Ｉ　 ＣＬＫ－Ｉ　 ＣＬＫ－Ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　 　　　　◎　　 　　　 　◎

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　Ｉ０　　　 ◎　Ｑ０　　 　 ◎　INT-I

　◇ＩＮＴ－Ｉ：本機では信号なし　　　　　　　        ◎　Ｉ１　　　 ◎　Ｑ１　　 　 ◎　TRG-I

　◇ＴＲＧ－Ｉ：　〃　〃　〃    　　　　　　　　　    ◎　Ｉ２　　　 ◎　Ｑ２　　 　 ◎　CLK-I

　◇ＣＬＫ－Ｉ：同期更新入力（ＵＰＤ－ＩＮ）　　　　　◎　Ｉ３　　　 ◎　Ｑ３　　 　 ◎　CLK-O

　◇ＣＬＫ－Ｏ：同期更新出力（ＵＰＤ－ＯＵＴ）　　　  ◎　＋５ｖ　　 ◎　＋５ｖ　 　 ◎　＋５ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　ＤＧ　　　 ◎　ＤＧ　　 　 ◎　ＤＧ

　◇ＦＧ：フレーム・グランド（筐体）　        　　　　◎　ＦＧ　　　 ◎　ＦＧ　　 　 ◎　ＦＧ

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　 　◎　　　　　　　◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寸法：１２０Ｗ×１６０Ｌ×４５Ｈ（突出部を含まず）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筐体：スチール製


